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○狂犬病予防法施行細則 

昭和二十五年十一月二十日 

奈良県規則第七十一号 

狂犬病予防法施行細則を次のように定める。 

狂犬病予防法施行細則 

（定義） 

第一条 この規則で「法」とは、狂犬病予防法（昭和二十五年法律第二百四十七号）を、「政

令」とは、狂犬病予防法施行令（昭和二十八年政令第二百三十六号）を、「省令」とは、

狂犬病予防法施行規則（昭和二十五年厚生省令第五十二号）をいう。 

（昭二九規則五・昭六〇規則四〇・一部改正） 

（狂犬病予防技術員の指定の申請等） 

第二条 法第六条第二項の規定による捕獲人の指定を受けようとする者は、知事が指定する

期日までに狂犬病予防技術員指定申請書（第一号様式）に写真（縦四・五センチメートル、

横三・五センチメートルとし、申請前六月以内に撮影した正面脱帽上半身像のもの）二枚

を添えて知事に提出しなければならない。 

２ 知事は、前項の申請書の受理した場合において適当と認めたときは、当該申請に係る者

を狂犬病予防技術員（以下「技術員」という。）に指定し、指定証（第二号様式）を交付

する。 

３ 知事は、前項の指定をしたときは、その旨を公示するものとする。 

（昭三八規則四八・全改、昭三九規則五四・昭五〇規則一七・昭六〇規則四〇・一

部改正、平七規則六六・旧第十二条繰上・一部改正、平一二規則七〇・旧第九条繰

上・一部改正、令四規則四三・一部改正） 

（狂犬病予防技術員の指定の取消し） 

第三条 前条の規定により指定を受けた技術員が、捕獲業務について不正な行為をしたとき

は、その指定を取り消すことがある。 

（昭二六規則六二・追加、昭五〇規則一七・一部改正、平七規則六六・旧第十二条

の二繰上・一部改正、平一二規則七〇・旧第十条繰上） 

（証票の返納） 

第四条 次の各号の一に該当したときは、技術員は五日以内に省令第十四条の規定による証

票を知事に返納しなければならない。ただし、第四号の場合にあつては、戸籍法（昭和二

十二年法律第二百二十四号）による届出義務者が行わなければならない。 
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一 指定の期間が満了したとき。 

二 技術員の指定の取消しを受けたとき。 

三 捕獲業務を廃止したとき。 

四 死亡又は失そうしたとき。 

（昭二六規則六二・追加、昭三七規則四八・昭三九規則五四・昭五〇規則一七・昭

六〇規則四〇・一部改正、平七規則六六・旧第十二条の三繰上・一部改正、平一二

規則七〇・旧第十一条繰上） 

（犬の抑留） 

第五条 法第六条第一項の規定により狂犬病予防員が犬を抑留したときは犬の抑留台帳（第

三号様式）にその都度記載しなければならない。 

（昭三七規則四八・一部改正、平七規則六六・旧第十四条繰上・一部改正、平一二

規則七〇・旧第十二条繰上・一部改正） 

（評価人） 

第六条 政令第五条の規定による評価人については、別に定める。 

（昭二九規則五・昭六〇規則四〇・一部改正、平七規則六六・旧第十八条繰上、平

一二規則七〇・旧第十三条繰上） 

（犬の抑留所） 

第七条 法第二十一条に規定する犬の抑留所は、次に掲げる保健所に設置する。 

中和保健所 

（昭三九規則五四・全改、昭四二規則八・昭五〇規則一七・昭五六規則四四・一部

改正、平七規則六六・旧第十九条繰上、平一二規則七〇・旧第十四条繰上、平二六

規則五三・一部改正） 

（報告） 

第八条 保健所長は、その月において取り扱つた畜犬に関する事項について、畜犬に関する

月報（第四号様式）を作成し、これを翌月五日までに知事に提出しなければならない。 

（昭三九規則五四・全改、平七規則六六・旧第十九条の三繰上・一部改正、平一二

規則七〇・旧第十六条繰上・一部改正） 

（犬の所有者の負担する費用） 

第九条 犬の所有者は、次に掲げる費用を納付しなければならない。 

一 法第五条第一項及び法第十三条の規定による犬の予防注射を狂犬病予防員が行う場

合の当該予防注射の費用 一頭一回につき二千八百二十円 
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二 法第六条第一項及び法第十八条第一項の規定による犬の抑留中の飼養管理費及びそ

の返還に要する費用 一頭につき二千五百円 

（昭五〇規則一七・追加、昭五〇規則二九・昭五一規則二五・昭五四規則六二・昭

五八規則四三・昭五九規則七・昭六〇規則四〇・平元規則六八・平四規則四八・平

四規則四・一部改正、平七規則六六・旧第十九条の四繰上・一部改正、平九規則四

四・平一〇規則四〇・一部改正、平一二規則七〇・旧第十七条繰上、平一三規則七

二・平二六規則六二・平三一規則四九・一部改正） 

（経由） 

第十条 この規則で知事に提出する書類は、すべて所轄保健所長を経由しなければならない。 

（昭六二規則六二・一部改正、平七規則六六・旧第二十条繰上、平一二規則七〇・

旧第十八条繰上） 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 
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附 則（昭和二六年規則第六二号） 

この規則は、公布の日から施行する。但し、第十九条のこの規定は、昭和二十六年四月一

日より施行する。 

附 則（昭和三四年規則第一四号）抄 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（昭和三七年規則第四八号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（昭和三九年規則第五四号） 

この規則は、公布の日から施行する。ただし、第九条の改正規定は、昭和三十九年四月一

日から施行する。 

附 則（昭和四二年規則第八号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（昭和五〇年規則第一七号） 

１ この規則は、公布の日から施行する。ただし、第一条中狂犬病予防法施行細則第十九条

の三の次に一条を加える改正規定（第二号及び第三号に係る部分に限る。）及び第二条中

奈良県飼い犬管理条例施行規則第四条の改正規定は、昭和五十年十月一日から施行する。 

２ 第一条の規定による改正後の狂犬病予防法施行細則第十九条の四第二号及び第三号の

規定並びに第二条の規定による改正後の奈良県飼い犬管理条例施行規則第四条の規定は、

昭和五十年十月一日以後に抑留された犬の所有者の費用の納付又は支払いについて適用

する。 

附 則（昭和五〇年規則第二九号） 

この規則は、昭和五十年十月一日から施行する。 

附 則（昭和五一年規則第二五号） 

この規則は、昭和五十一年十月一日から施行する。 

附 則（昭和五三年規則第三九号） 

この規則は、昭和五十三年四月一日から施行する。 

附 則（昭和五四年規則第六二号） 

この規則は、昭和五十四年四月一日から施行する。 

附 則（昭和五五年規則第四三号） 

この規則は、昭和五十五年四月一日から施行する。 
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附 則（昭和五六年規則第四四号） 

この規則は、昭和五十六年四月一日から施行する。 

附 則（昭和五八年規則第四三号）抄 

１ この規則は、昭和五十八年四月一日から施行する。 

附 則（昭和五九年規則第七号） 

この規則は、昭和五十九年七月一日から施行する。 

附 則（昭和六〇年規則第四〇号） 

１ この規則は、昭和六十年四月一日から施行する。 

２ この規則の施行の際現に狂犬病予防法（昭和二十五年法律第二百四十七号）第六条若し

くは第十八条の規定又は奈良県飼い犬管理条例（昭和四十一年四月奈良県条例第三号）第

四条の規定により抑留されている犬に係る飼養管理費及びその返還に要する費用の額に

ついては、なお従前の例による。 

附 則（平成元年規則第六八号） 

１ この規則は、平成元年四月一日から施行する。 

２ この規則の施行の際現に狂犬病予防法（昭和二十五年法律第二百四十七号）第六条若し

くは第十八条の規定又は奈良県飼い犬管理条例（昭和四十一年四月奈良県条例第三号）第

四条の規定により抑留されている犬に係る飼養管理費及びその返還に要する費用の額に

ついては、なお従前の例による。 

附 則（平成三年規則第二一号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成三年十月一日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際改正前の規則の規定により交付されている許可証、証明書等で現に

効力を有するものは、改正後の規則の規定により交付されたものとみなす。 

３ この規則の施行の際改正前の規則の規定により現に提出されている申請書、届出書等は、

改正後の規則の規定により提出されたものとみなす。 

４ この規則の施行の際改正前の規則の規定による用紙で現に残存するものは、改正後の規

則の規定にかかわらず、平成四年三月三十一日までの間なお使用することができる。 

附 則（平成四年規則第四八号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成四年四月一日から施行する。 
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（経過措置） 

２ この規則の施行の際現に狂犬病予防法（昭和二十五年法律第二百四十七号）第六条第一

項若しくは第十八条第一項の規定又は奈良県飼い犬管理条例（昭和四十一年四月奈良県条

例第三号）第四条第一項の規定により抑留されている犬に係る飼養管理費及びその返還に

要する費用の額については、なお従前の例による。 

附 則（平成四年規則第四号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成六年規則第四二号） 

１ この規則は、平成六年四月一日から施行する。 

２ 改正後の第十九条の二第一項の規定は、平成六年四月一日以後に行なわれる犬の登録申

請に係る交付金について適用し、同日前に行なわれた犬の登録申請に係る交付金について

は、なお従前の例による。 

附 則（平成七年規則第六六号） 

１ この規則は、平成七年四月一日から施行する。 

２ 第一条の規定による改正後の狂犬病予防法施行細則第十五条第一項の規定は、平成七年

四月一日以後に行われる犬の登録申請に係る交付金について適用し、同日前に行われた犬

の登録申請に係る交付金については、なお従前の例による。 

３ この規則の施行の際現に狂犬病予防法（昭和二十五年法律第二百四十七号）第六条第一

項又は第十八条第一項の規定により抑留されている犬に係る飼養管理費及びその返還に

要する費用の額については、なお従前の例による。 

附 則（平成九年規則第四四号） 

この規則は、平成九年四月一日から施行する。 

附 則（平成一〇年規則第四〇号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成十年四月一日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現に狂犬病予防法（昭和二十五年法律第二百四十七号）第六条第一

項若しくは第十八条第一項の規定又は奈良県飼い犬管理条例（昭和四十一年四月奈良県条

例第三号）第四条第一項の規定により抑留されている犬に係る飼養管理費及びその返還に

要する費用の額については、なお従前の例による。 

附 則（平成一〇年規則第一六号） 
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この規則は、平成十年十月一日から施行する。 

附 則（平成一二年規則第七〇号） 

この規則は、平成十二年四月一日から施行する。 

附 則（平成一三年規則第七二号） 

この規則は、平成十三年四月一日から施行する。 

附 則（平成二六年規則第六二号） 

この規則は、平成二十六年四月一日から施行する。 

附 則（平成二六年規則第五三号）抄 

（施行期日） 

１ この規則は、次の各号に掲げる区分に応じ、それぞれ当該各号に定める日から施行する。 

一から三まで 略 

四 第三条の規定 平成二十七年二月十六日 

附 則（平成三一年規則第四九号） 

この規則は、平成三十一年十月一日から施行する。 

附 則（令和三年規則第六四号） 

この規則は、令和三年四月一日から施行する。 

附 則（令和四年規則第四三号） 

（施行期日） 

１ この規則は、令和四年四月一日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現にこの規則による改正前のそれぞれの規則の規定により提出さ

れている書類は、この規則による改正後のそれぞれの規則の規定により提出されたものと

みなす。 

３ この規則の施行の際この規則による改正前のそれぞれの規則の規定による用紙で現に

残存するものは、当分の間、所要の調整をして使用することができる。 
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第１号様式（第２条関係） 

（昭３７規則４８・全改、昭５０規則１７・昭６０規則４０・一部改正、平７規則

６６・旧第９号様式繰上・一部改正、平１２規則７０・旧第６号様式繰上・一部改

正、令３規則６４・一部改正） 

第２号様式（第２条関係） 

（昭３７規則４８・全改、昭５０規則１７・昭６０規則４０・平３規則２１・一部

改正、平７規則６６・旧第１０号様式繰上・一部改正、平１２規則７０・旧第７号

様式繰上・一部改正） 

第３号様式（第５条関係） 

（昭５６規則４４・全改、昭６０規則４０・一部改正、平７規則６６・旧第１１号

様式繰上・一部改正、平１２規則７０・旧第８号様式繰上・一部改正） 

第４号様式（第８条関係） 

（平１２規則７０・追加） 

 


